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【
解
題
】

○

所
謂
名
家
の
認
め
た
和
歌
短
冊
を
蒐
め
始
め
て
十
年
以
上
が
経
つ
た
。
先
年
、

偶
々
伊
勢
津
藩
第
十
一
代
藩
主
藤
堂
高た

か

猷ゆ
き

の
短
冊
を
廉
価
に
て
購
ふ
こ
と
が
出

来
た
（
本
稿
末
尾
の
図
版
参
照
）。
私
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
徳
川
時
代
後
期
に

活
躍
し
た
歌
人
井
上
文
雄
染
筆
の
短
冊
を
専
ら
蒐
め
て
ゐ
る
の
だ
が
、
其
の
周

辺
の
人
物
の
手
に
な
る
短
冊
に
も
亦
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
短
冊
を
手
に

取
り
う
ち
眺
め
て
ゐ
る
と
、
そ
れ
を
記
し
た
人
物
が
ま
さ
に
眼
前
に
現
れ
て
来

る
や
う
な
気
が
す
る
、
こ
れ
が
短
冊
の
持
つ
底
知
れ
ぬ
魅
力
な
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
短
冊
一
葉
に
、
歌
は
一
首
し
か
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
（
詩
、
誹
諧
短
冊
も

同
様
）。
そ
れ
ゆ
ゑ
研
究
対
象
と
し
て
見
做
さ
れ
る
こ
と
は
左
程
多
く
は
な
い

の
だ
が
、
其
処
か
ら
な
つ
か
し
き
人
び
と
が
時
代
を
越
え
て
現
代
に
蘇
へ
る
の

で
あ
る
。「
見
ぬ
世
の
友
」
と
は
よ
く
言
つ
た
も
の
だ
。

○

こ
た
び
、
此
処
に
紹
介
す
る
『
美
與
之
野
帖
』
は
其
の
高
猷
の
筆
に
な
る
和

歌
の
書
道
手
本
で
あ
る
。
伝
本
も
尠
く

）
（
（

、
巻
頭
巻
末
に
高
猷
の
書
と
明
記
せ
ら

れ
て
ゐ
な
い
こ
と
か
ら
、
跋
文
を
記
し
た
井
上
文
雄
の
歌
集
と
目
さ
れ
る
こ
と

が
屢
々
あ
つ
た

）
（
（

。
し
か
し
、
藤
原
（
加
藤
）
千
浪
の
も
の
し
た
跋
文
に
「
伊
賀

中
将
の
君
の
御
筆
の
跡
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
美
與

之
野
帖
』
は
、
井
上
文
雄
の
著
作
で
は
な
く
、「
伊
賀
中
将
の
君
」
す
な
は
ち

伊
賀
・
伊
勢
二
国
を
領
有
し
た
藤
堂
氏
の
左
中
将
で
あ
つ
た
高
猷
が
筆
を
と
つ

た
法
帖
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
法
帖
と
い
ふ
と
、
私
な
ど
仮
名
書

に
優
れ
、
後
年
「
千
蔭
流
」
と
し
て
一
派
を
成
し
た
江
戸
派
の
祖
、
加
藤

（
橘
）
千
蔭
の
作
品
が
先
づ
脳
裡
に
浮
か
ぶ

）
3
（

の
だ
が
、
幕
末
期
に
は
書
家
巻
菱

湖
の
そ
れ
を
筆
頭
に
実
に
多
様
な
法
帖
類
が
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

）
（
（

。

な
ほ
、
高
猷
の
書
体
は
、
師
文
雄
の
筆
蹟
が
「
千
蔭
流
に
近
い
」
と
称
さ
れ
て

ゐ
る

）
（
（

こ
と
に
も
拠
る
の
だ
が
、
千
蔭
の
流
れ
を
汲
ん
で
ゐ
る
と
指
摘
す
る
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

○

高
猷
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
二
月
九
日
、
津
藩
第
十
代
藩
主
藤
堂
高

兌
の
男
と
し
て
江
戸
藩
邸
に
生
れ
る
。
母
は
愛
川
氏
。
幼
名
寿
千
代
、
字
を
道

藤
堂
高
猷
書
『
美
與
之
野
帖
』
傍
註

鈴

木

亮
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卿
と
い
ひ
、
観
月
樓
・
詢
蕘
斎
・
喜
縁
と
号
し
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
五
）

父
高
兌
が
四
十
四
歳
に
て
逝
い
た
こ
と
を
以
て
、
翌
年
二
月
其
の
遺
領
を
嗣
ぎ
、

十
一
代
藩
主
と
な
る
。
侍
講
に
は
昌
平
黌
で
古
賀
精
里
に
師
事
し
た
儒
者
斎
藤

拙
堂
が
を
り
、
彼
等
の
助
力
を
得
て
二
百
九
十
四
巻
百
四
十
八
冊
よ
り
成
る
大

著
『
資
治
通
鑑
』
を
藩
校
有
造
館
よ
り
、
十
余
年
も
の
長
き
を
か
け
て
翻
刻
刊

行
）
6
（

し
た
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
で
は
初
め
幕
府
軍
に
加
は
つ

て
ゐ
た
が
、
後
、
に
は
か
に
新
政
府
軍
に
転
じ
幕
府
軍
を
攻
撃
し
た
た
め
、
幕

府
軍
敗
北
の
一
因
を
作
つ
た
と
も
言
は
れ
て
ゐ
る
。

明
治
四
年
六
月
に
は
、
長
男
高
潔
に
家
督
を
譲
り
隠
居
し
、
廃
藩
置
県
後
は

伯
爵
に
列
せ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
薨
去
、
享
年
八
十
三
。
墓
は

染
井
霊
園
に
存
し
、
正
面
に
「
正
二
位
勲
二
等
藤
堂
高
猷
墓
」
と
刻
さ
れ
て
あ

る
。和

歌
は
江
戸
の
井
上
文
雄
、
伊
勢
の
佐
々
木
弘
綱
に
学
ん
だ
（
こ
の
二
人
は

師
弟
の
関
係
に
あ
る
）。「
こ
た
び
伊
賀
中
将
の
君
（
藤
堂
高
猷
）、
翁
（
文

雄
）
の
家
の
集
あ
ら
ば
奉
れ
。
桜
木
に
に
ほ
は
せ
て
世
に
あ
ま
ね
く
し
て
む
と
、

お
の
れ
に
仰
言
有
り
け
る
」
と
佐
々
木
弘
綱
が
師
で
あ
る
文
雄
の
家
集
『
調
鶴

集
』
序
文
に
書
い
て
ゐ
る
が
如
く
、『
調
鶴
集
』
は
高
猷
の
経
済
的
援
助
が
あ

り
出
板
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
高
猷
が
如
何
な
る
経
緯
で
文
雄
に
歌
文
を

学
ぶ
に
至
つ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
だ
が
文
雄
は
御
三
卿
の
一
、
田
安
家

に
仕
へ
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
貴
顕
よ
り
交
誼
を
賜
り
、
高
猷
の
他
に
も

筑
前
福
岡
藩
主
黒
田
長
知
（
高
猷
三
男
）、
筑
後
柳
河
藩
主
立
花
鑑
覧
、
阿
波

徳
島
藩
主
蜂
須
賀
斉
裕
、
信
濃
飯
山
藩
主
本
多
助
成
、
美
作
津
山
藩
主
松
平
斉

民
と
い
つ
た
大
名
に
和
歌
を
教
授
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
文
雄
を
と

り
ま
く
大
名
文
藝
圏
の
一
翼
を
高
猷
が
担
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ

ら
う
か
。�

阿
波
の
宰
相
の
御
ま
へ
、
御
国
に
お
は
し
ま
し
け
る
こ
ろ
、
海
辺
立

春
と
い
へ
る
御
題
を
給
は
せ
て
歌
め
し
け
れ
ば

�

淡
路
が
た
あ
は
と
か
す
み
て
も
ろ
人
の
ゑ
み
の
眉
山
は
る
は
来
に
け
り

（
春
・
四
）

�

阿
波
の
殿
の
御
も
と
に
伊
賀
の
少
将
の
殿
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御

当
座
有
り
け
る
に
、
梅
花
風
静
と
い
ふ
こ
と
を

�

吹
く
と
し
も
お
も
ひ
わ
か
れ
ぬ
は
る
風
に
梅
が
か
あ
ま
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
庭

（
春
・
四
〇
）

「
阿
波
の
宰
相
」「
阿
波
の
殿
」
は
蜂
須
賀
斉
裕
、「
伊
賀
の
少
将
の
殿
」
は
藤

堂
高
猷
の
こ
と
。『
調
鶴
集
』
を
繙
け
ば
、
か
う
し
た
諸
大
名
と
文
雄
と
の
交

流
の
一
端
が
そ
こ
か
し
こ
に
窺
へ
る
。

○

『
美
與
之
野
帖
』
の
「
美み

與よ

之し

野の

」
と
は
、
吉
野
（
現
奈
良
県
吉
野
郡
）
を

い
ふ
美
称
御
吉
野
の
こ
と
で
あ
る
。
古
来
歌
枕
と
し
て
名
高
い
吉
野
の
地
は
、

「
淑よ

き

人ひ
と

乃の

。
良よ

し

跡と

吉よ
く

見み

而て

。
好よ

し

常と

言い
ひ

師し

。
芳よ

し

野の

吉よ
く

見み

與よ

。
良よ

き

人ひ
と

四よ

來き

三み

。」（
萬

葉
・
１
・
二
七
・
天
武
天
皇
））

（
（

等
と
詠
は
れ
、
数
多
の
人
び
と
の
信
仰
を
集
め

て
き
た
。
こ
の
書
名
の
示
す
と
ほ
り
、『
美
與
之
野
帖
』
は
、
吉
野
の
春
の
景

物
を
詠
じ
た
二
十
五
首
の
古
歌
を
高
猷
が
書
き
、
季
節
の
推
移
に
従
つ
て
排
列

し
た
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。
定
家
十
三
首
、
良
経
九
首
、
家
隆
三
首
と
、
新
古

今
時
代
を
代
表
す
る
御
子
左
家
の
歌
を
採
り
、「
新
古
今
を
真
盛
と
い
は
ん
も
、
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た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
…
…
お
ほ
か
た
此
集
を
わ
ろ
く
い
ひ
朽ク

タ

す
は
、
み
だ
り
な

る
強シ

ヒ

ご
と
也
」（『
う
ひ
山
ぶ
み
』）
と
述
べ
、
新
古
今
集
を
模
範
と
し
た
宣
長

の
言
説
を
踏
襲
し
た
撰
歌
態
度
で
あ
る
。
高
猷
が
定
家
の
歌
を
良
し
と
し
た
こ

と
の
傍
証
と
な
る
好
資
料
と
言
へ
る
の
だ
が
、
翻
刻
と
い
ふ
こ
と
で
、
其
の
筆

勢
を
伝
へ
る
こ
と
が
叶
は
な
い
の
が
い
さ
ゝ
か
口
惜
し
い
。
収
録
歌
に
就
て
、

『
新
編
国
歌
大
観
』
に
掲
載
せ
ら
れ
る
歌
と
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
高
猷
が
披

見
し
た
本
の
行
方
が
気
に
か
ゝ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

跋
文
は
、
井
上
文
雄
、
加
藤
千
浪
が
も
の
し
て
ゐ
る
。
文
雄
、
千
浪
と
も
に

高
猷
の
書
を
絶
讃
し
て
を
り
、
千
浪
に
至
つ
て
は
「
貫
之
朝
臣
あ
る
は
公
任
卿

な
ど
を
ば
臨
写
せ
る
物
に
や
」
と
、
紀
貫
之
、
藤
原
公
任
の
書
を
臨
写
し
た
も

の
と
見
紛
ふ
ば
か
り
の
作
で
あ
る
、
と
讃
歎
の
声
を
も
ら
す
。
千
浪
は
江
戸
日

本
橋
数
寄
屋
町
に
住
し
、
文
雄
と
親
し
く
交
際
し
て
ゐ
た
国
学
者
歌
人
で
あ
る
。

其
の
門
か
ら
は
、
樋
口
一
葉
の
師
中
島
歌
子
が
出
て
を
り
、
歌
子
か
ら
歌
文
、

書
（
千
蔭
流
）
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
一
葉
は
江
戸
派
の
系
譜
に
連
な
る
と
い

ふ
こ
と
に
な
る

）
8
（

。

な
ほ
、
高
猷
に
は
『
藤
堂
詢
蕘
公
和
歌
』
と
い
ふ
歌
集
が
伝
存
し

）
9
（

、
漢
詩
文

集
『
詢
蕘
斎
文
鈔
』（
明
治
十
三
年
、
塩
田
重
弦
）
も
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

福
井
久
蔵
は
、
高
猷
の
漢
詩
文
の
才
を
「
す
べ
て
侯
の
文
は
気
を
以
て
成
り
、

而
も
文
藻
見
る
べ
き
も
の
あ
り
。
容
易
に
追
随
し
が
た
き
と
こ
ろ
」
と
高
く
評

価
し
て
ゐ
る

）
（（
（

。

註
（�

「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base（.nijl.ac.jp/~tkoten/

about.htm
l

）
に
拠
る
と
、
射
和
文
庫
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
（
森
田
家
文
庫
）、
村

野
文
庫
に
所
蔵
が
確
認
出
来
る
。
但
し
、
村
野
文
庫
は
現
存
未
詳
。
中
野
三
敏
氏
は
、

「『
國
書
總
目
録
』
に
洩
れ
た
数
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
法
帖
類
が
最
多
な
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
要
す
る
に
そ
の
大
半
の
も
の
が
『
國
書
』
未
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。」（『
和
本
の
海
へ
』
平
成
二
十
一
年
、
角
川
学
芸
出
版
）
と
、
徳
川
時
代
に

於
る
法
帖
類
の
全
容
は
解
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
説
く
。

（�

足
立
巻
一
『
や
ち
ま
た
』
に
登
場
す
る
古
書
肆
中
田
政
吉
書
房
の
目
録
『
伊
勢
た

よ
り

古
本
販
売
目
録
と
史
料
』（
六
十
七
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
）
に
「
美
よ
し
野

帖

井
上
文
雄
大
本
小
虫
あ
り

一
冊

一
、
〇
〇
」
と
い
ふ
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、

『
国
書
総
目
録
』
に
於
て
も
、
井
上
文
雄
の
著
作
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

3�

鈴
木
淳
「
芳
宜
園
法
帖
記
」『
橘
千
蔭
の
研
究
』（
平
成
十
八
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）

（�

中
野
三
敏
『
和
刻
法
帖
』
目
録
篇
・
図
版
篇
（
平
成
二
十
三
年
、
青
裳
堂
書
店
）

（�

鈴
木
淳
「
井
上
文
雄
」（
大
曾
根
章
介
ほ
か
編
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
平
成
十

年
、
明
治
書
院
）

6�

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
～
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
刊
。

（�

訓
み
は
、
加
藤
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』
に
従
つ
た
。

8�

鈴
木
淳
『
樋
口
一
葉
日
記
を
読
む
』（
平
成
十
五
年
、
岩
波
書
店
）

9�

成
立
年
未
詳
。
大
正
十
三
年
新
写
本
（
福
井
久
蔵
旧
蔵
本
）
が
国
文
学
研
究
資
料

館
に
所
蔵
せ
ら
れ
る
（
函
架
番
号
8（-

3（
）。

（0�

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
藝
の
研
究
』（
昭
和
十
二
年
、
厚
生
閣
）

【
凡
例
】

一
、�

底
本
は
、
架
蔵
の
板
本
（
慶
応
二
年
跋
刊
）
を
用
ゐ
た
。

一
、�

仮
名
遣
ひ
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、�
漢
字
、
仮
名
の
使
ひ
分
け
は
底
本
の
ま
ゝ
で
あ
る
。

一
、�
跋
文
に
於
て
、
底
本
に
は
句
読
点
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
新
た
に
句

読
点
を
私
に
附
し
た
。

一
、�

底
本
に
は
清
濁
の
別
は
な
い
が
、
清
濁
の
別
を
施
し
た
。
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一
、�
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、�
反
復
記
号
は
そ
の
ま
ゝ
残
し
た
。

一
、�

私
に
歌
番
号
を
算
用
数
字
で
頭
書
し
た
。

一
、�

一
首
の
末
尾
に
〔
出
典
・
作
者
〕
を
記
し
た
。

一
、�『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
歌
と
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
傍
書
し
て
こ
れ
を

示
し
た
。

一
、�

改
丁
箇
所
に
就
て
は
、
一
行
空
け
て
こ
れ
を
示
し
た
。
但
し
、
跋
文
に
就

て
は
、
」（
８
表
）
の
如
く
示
し
た
。

【
書
誌
】

○
極
大
本
（
縦
三
十
一
・
二
糎
、
横
二
十
一
・
七
糎
）

○
一
巻
一
冊
大
和
綴

○
白
色
表
紙
（
勾
玉
等
の
模
様
あ
り
）

○
料
紙

奉
書
紙

○
外
題

中
央

白
地

匡
郭

題
簽
「
美
與
之
野
帖
」

○
見
返

白
地

○
内
題

な
し

○
蔵
書
印

な
し

○
丁
数

九
丁
（
本
文
七
丁
、
跋
文
二
丁
）

○
本
文

一
面
六
行
（
短
歌
一
首
三
行
）、
整
版

○
跋
文

一
面
十
～
十
一
行

○
奥
附

な
し

○
刊
年

不
明

○
袋
題
「
美
与
志
野
帖
」

○
架
蔵

【
翻
刻
】

（

�

美
よ
し
の
は
や
ま
も
か
す
み
て
し
ら
ゆ
き
の
ふ
り
に
し
さ
と
に
春
は
き
に

け
り�

〔
新
古
今
・
一
・
良
経
〕

（

�

子
日
す
る
ま
つ
に
ち
と
せ
や
ち
ぎ
る
ら
ん
お
な
じ
ふ
た
ば
の
野
べ
の
若
草

�

〔
壬
二
集
・
一
〇
〇
三
・
家
隆
〕

�

3

�

し
ら
ざ
り
き
や
ま
よ
り
た
か
き
よ
は
ひ
ま
で
は
る
の
か
す
み
の
た
つ
を
見

む
と
は�

〔
続
古
今
・
一
四
九
〇
・
定
家
〕

（

�

霞
た
ち
こ
の
め
は
る
さ
め
き
の
ふ
ま
で
ふ
る
の
ゝ
わ
か
な
け
さ
は
つ
み
て

む�

〔
新
後
撰
・
二
九
・
定
家
〕

（

�

そ
ら
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
か
ぜ
さ
え
て
ゆ
き
げ
に
く
も
る
は
る
の
夜
の

つ
き�

〔
新
古
今
・
二
三
・
良
経
〕

6
�

う
ぐ
ひ
す
の
声
の
に
ほ
ひ
と
な
る
も
の
は
お
の
が
ね
ぐ
ら
の
う
め
の
は
る

か
ぜ�

〔
秋
篠
月
清
集
・
一
〇
七
・
良
経
〕

（

�

な
び
け
ど
も
さ
そ
ひ
も
は
て
ぬ
は
る
か
ぜ
に
み
だ
れ
ぞて

ま
さ
る
青
柳
の
い

と�

〔
拾
遺
愚
草
員
外
・
六
七
七
・
定
家
〕
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8
�

大
空
は
う
め
の
に
ほ
ひ
に
か
す
み
つ
ゝ
曇
も
は
て
ぬ
は
る
の
よ
の
月

�

〔
新
古
今
・
四
〇
・
定
家
〕

9

�

野
も
や
ま
も
お
な
じ
み
ど
り
に
そ
め
て
け
り
か
す
み
よ
り
ふ
る
こ
の
め
は

る
かさ

ぜめ�

〔
続
千
載
・
六
三
・
定
家
〕

（0

�

か
へ
る
か
り
今
は
の
こ
ゝ
ろ
あ
り
明
に
月
と
花
と
の
名
こ
そ
を
し
け
れ

�

〔
新
古
今
・
六
二
・
良
経
〕

（（

�

昔
誰
か
ゝ
る
さ
く
ら
の
たは

ねな

を
う
ゑ
て
芳
野
を
春
の
や
ま
と
な
し
け
む

�

〔
新
勅
撰
・
五
八
・
良
経
〕

（（

�

た
づ
ね
き
て
見
す
は
た
か
ね
の
さ
く
ら
花
け
ふ
も
雲
と
やぞ

猶
お
も
は
ま
し

�
〔
新
後
撰
・
九
六
・
定
家
〕

（3

�

け
ふ
見
れ
ば
雲
も
桜
に
う
づ
も
れ
て
か
す
み
か
ね
た
る
美
よ
し
の
ゝ
や
ま

�

〔
新
勅
撰
・
七
二
・
家
隆
〕

（（

�

山
の
は
の
月
ま
つ
そ
ら
の
に
ほ
ふ
よ
り
花
に
ぞ
む
く
る
春
の
と
も
し
火

�

〔
玉
葉
・
二
一
一
・
定
家
〕

（（

�

朝
な
ぎ
に
行
か
ふ
ふ
ね
の
け
し
き
ま
で
春
を
う
か
ぶ
る
波
の
上
か
な

�

〔
玉
葉
・
一
一
九
・
定
家
〕

（6

�

す
み
れ
つ
む
花
ぞす

めり

ご
ろ
も
露
を
お
も
み
か
へ
り
て
う
つ
る
つ
き
く
さ
の

い
ろ�

〔
拾
遺
愚
草
・
五
一
六
・
定
家
〕

（（

�

つ
ま
こ
ふひ

るの

き
ゞ
す
な
く
の
ゝ
下
わ
ら
び
し
た
に
も
え
て
も
はを

るり

を
し
る

か
な�

〔
千
五
百
番
歌
合
・
一
五
三
・
良
経
〕

（8

�

あ
し
ふ
き
の
こ
や
て
ふ
か
た
に
や
ど
か
ら
ん
人
よ
ぶ
こ
鳥
声
も
ひ
ま
な
し

�

〔
拾
遺
愚
草
員
外
・
六
八
四
・
定
家
〕

（9

�

か
ら
こ
ろ
も
す
そ
の
ゝ
き
ゞ
す
う
ら
む
な
り
つ
ま
も
こ
も
ら
ぬ
を
ぎ
の
焼

は
ら�

〔
新
続
古
今
・
一
八
六
・
良
経
〕

（0

�

末
遠
き
わ
か
ば
の
芝
生
う
ち
な
び
き
ひ
ば
り
な
く
の
ゝ
ゆ春

の

夕

暮

ふ
ぐ
れ
の
空

�

〔
玉
葉
・
一
一
一
・
定
家
〕

（（

�

あ
め
そ
ゝ
ぐ
い
け
の
う
き
く
さ
風
こ
え
て
波
と
露
と
に
蛙
な
く
な
り

�

〔
秋
篠
月
清
集
・
三
一
三
・
良
経
〕

（（

�

春
く
れ
ば
う
き
た
の
も
り
に
ひ
く
し
め
や
な
は
し
ろ
み
づ
の
た
よ
り
な
る

ら
む�

〔
続
拾
遺
・
一
三
三
・
家
隆
〕

（3

�

に
ほ
ふ
よ
り
は
る
は
く
れ
ゆ
く
や
ま
ぶ
き
の
花
こ
そ
花
の
中
に
つ
ら
け
れ

�

〔
続
古
今
・
一
六
七
・
定
家
〕

（（

�

ゆ
く
は
る
を
う
ら
む
ら
さ
き
の
藤
の
花
か
へ
る
た
よ
り
に
そ
め
や
すは

くつ

ら

む�

〔
拾
遺
愚
草
・
五
一
八
・
定
家
〕

（（

�
く
や
し
く
ぞ
月花

とと

花月

と
に
な
れ
に
け
る
や
よ
ひ
の
空
の
あ
り
明
の
こ
ろ

�

〔
続
後
撰
・
一
六
二
・
良
経
〕
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か
ん
な
は
草
の
手
の
い
た
く
な
だ
ら
か
に
な
れ
る
物
に
侍
れ
ど
、
つ
ひ
に
は
我

国
の
文
字
の
や
う
に
な
り
侍
り
に
た
り
。
さ
れ
ば
、
唐
も
じ
に
名
高
き
手
は
か

せ
た
ち
も
た
ま
〳
〵
女
文
字
か
け
る
は
、
春
の
蚓
、
秋
の
蛇
、
い
と
見
ぐ
る
し

く
き
た
な
げ
に
な
ん
。
殿
の
か
く
か
り
そ
め
に
う
つ
さ
せ
給
ひ
し
此
御
さ
う
し

を
見
奉
る
に
、
御
筆
の
力
、
鬼
神
を
も
啼
か
し
む
べ
く
、
古
の
二
卿
は
さ
ら
也
。

唐
国
の
二
王
も
天
が
け
り
見
奉
」（
８
表
）
ら
ん
に
は
、
や
が
て
筆
を
な
げ
う
ち

侍
り
な
む
か
し
。

六
十
七
翁

井
上
文
雄

慶
応
二
年

七
月
既
望
」（
８
裏
）

柯
堂
翁
、
此
歌
巻
み
せ
給
ひ
て
、
そ
こ
は
古
き
筆
の
跡
を
こ
の
み
て
、
よ
く
鑑

定
す
と
き
け
ば
、
こ
は
誰
人
の
か
け
る
物
ぞ
見
さ
だ
め
よ
と
有
に
、
貫
之
朝
臣

あ
る
は
公
任
卿
な
ど
を
ば
臨
写
せ
る
物
に
や
と
い
ふ
に
、
翁
打
わ
ら
ひ
て
時
代

た
が
へ
り
、
歌
も
新
古
今
集
な
る
物
を
と
い
は
る
ゝ
に
、
さ
て
は
え
思
ひ
よ
り

侍
ら
ず
。
誰
に
き
と
と
へ
ば
伊
賀
中
将
の
君
の
御
筆
の
跡
な
り
と
あ
る
に
、
う

ち
お
ど
ろ
か
れ
て
、
今
の
世
に
か
う
な
だ
ら
か
に
仮
名
の
か
く
人
、
手
博
士
と

い
ふ
と
も
お
ぼ
え
ず
。
た
ゞ
い
ふ
に
さ
ら
ば
其
よ
し
書
そ
へ
よ
と
あ
れ
ば
、
す

な
は
ち
筆
を
と
り
ぬ
。

藤
原
千
浪
」（
９
表
）

〔
附
記
〕�

拙
稿
「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
八
号
、
平
成
二
十
七
年

三
月
）
に
於
て
、『
美
與
之
野
帖
』
を
藤
堂
高
猷
の
「
家
集
」
と
記
し
た
が
、
正
し

く
は
高
猷
書
の
「
法
帖
」、
分
類
は
「
書
道
」
で
あ
る
。
此
処
に
訂
正
す
る
。

�

中
澤
伸
弘
先
生
御
所
蔵
に
か
ゝ
る
加
藤
千
浪
自
筆
『
荻
園
文
詞
』
に
は
、『
美
與

之
野
帖
』
跋
文
が
、「
伊
賀
中
将
の
君
の
書
た
ま
ふ
仮
名
文
の
お
く
か
き
」
と
題
し

て
収
め
ら
れ
て
を
り
、「
誰
に
き
と
と
へ
ば
」
の
箇
所
が
「
誰
に
か
と
と
へ
ば
」
と

記
さ
れ
て
ゐ
る
由
、「
誰
に
き
」
と
は
板
木
師
の
誤
刻
で
は
な
い
か
と
の
御
教
示
を

頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
中
澤
伸
弘
「
加
藤
千
浪
『
荻

園
文
集
』
か
ら
」（『
日
本
古
書
通
信
』
七
十
二
巻
七
号
、
平
成
十
九
年
七
月
）
参

照
。

（
す
ず
き
・
り
ょ
う

東
京
都
立
足
立
工
業
高
等
学
校
教
諭
、
本
学
非
常
勤
講
師
）
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藤
堂
高
猷
筆
蹟

夕
鶉

虫
の
ね
を
え
ら
び
し
野
べ
の
秋
更
て
／
ゆ
ふ
か
ぜ
寒
く
鶉
な
く
な
り

高
猷
（
架
蔵
）


